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‌取 組 の 背 景
店主の“技”を持ち寄って商店街を PR

商店街全体を活性化させるためには、商店街の中
に繁盛店をいくつ備えることができるかが重要であ
る。しかし、小出商店街においては、製造小売業で
ある和菓子店、パン屋、飲食店、さらに修理を扱う
ことのできる靴屋、電気店といった手に技を持った
魅力的な店舗が多く存在しているものの、各店舗は
地域の顧客に対して「提供できるモノ」や「店主の
技」の十分な訴求ができていない状況であった。

そのような状況を受け、店主自身が今まで当たり
前と考え伝えきれていなかった顧客に魅力的な“モ
ノ”や“技”を表出させることで、商店街の「見え
る化」を図ることが繁盛店を生み出していくための
課題であると考えた。

‌取 組 の 内 容
「魚沼職人大學」のブランド化に尽力

郊外型大規模店舗、コンビニなどのナショナルチ
ェーン、大手ネットショップ、さらには長岡市とい
った近郊の大きな街との競争に真正面から立ち向か
っていくことは難しい。一方で、商店街の持つ資源
としては近さ、便利さ、専門店ならではの知識・技
術など、たとえ品揃えや価格でかなわなくても「地
域・人に密着」してそれを訴求していくことで生き
残ることができると認識していた。

そこで、商店街の若手経営者が自分達と同年代の
子育て世代である 20 ～ 30 代の女性と子どもをメ
インターゲットとし、お客様と「ともに」成長する
ことで継続性を生み出すための方法を検討。その結
果、商店街をキャンパスに見立て、店主やスタッフ
が「教授」になり、商いで培ったプロとしての専門
知識や職人技を集約・クローズアップし、お客様や
他店舗に伝える仕組みである「魚沼職人大學」を設
立しブランド化していくこととした。
「魚沼職人大學」では、魚沼市の知名度とイメー

ジを高め、新たな魚沼市の地域商業の活性化の象徴
とするため、魚沼市周辺はもとより広く県内外に情
報を発信。加えて、魚沼市内で生産・販売される商
品や技術などの付加価値を高め、魚沼市の産業振興
およびにぎわいのあるまちづくりを進めていくため
のプラットフォームとしても位置付け、様々な大学
活動を実施していくこととなった。

活動を通じて、①魅力あるお店づくり事業（一般
のお客様によるコンテスト形式の店づくり審査）、
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お客様との距離を縮めて活性化 「店づくりからまちづくり」へ
「魚沼職人大學」がプラットフォーム

となり、各店舗が魅力ある店づくりに取
り組みながら商店主の「顔の見える」イ
ベントやキャンペーンを行うことでお客
様との関係性を強めています。

今後は、「店づくりからまちづくり」
をモットーに、より「お店力」の高い店
づくりの実現と「職人」感の創出をテー
マとしたイベントを商店街全体で大學事
業と絡めながら行うことで、お客様との
距離を縮め、この街と商店街を活性化し
ていきたいと考えています。

株式会社全国商店街支援センターの
「繁盛店づくり支援事業」を受講した店
舗が集まり、連携して何かおもしろいこ
とができないかと考えたのがはじまりで
した。

専門的な知識と技術を持つ商店主を
「職人」（教授）とし、お客様との関係を
教授と生徒にたとえて「魚沼職人大學」
を開校いたしました。多くの繁盛店をつ
くり、それを繋げていくことで街歩きを
促進させ、商店街全体を活性化させるの
が目的です。

②販売促進活動（共通テーマによる季節にあわせた
キャンペーン・フェアの多店舗同時展開、コラボレ
ーション商品の展開）、③広報集客事業（ホームペ
ージやフェイスブックでの大学活動と各店舗の宣伝
広報活動、動画による職人の技術と人柄の公開）、
④街歩き推進プロジェクト（キャンパスマップの作
成、共通テーマディスプレイでの街並み形成）など
を実施していくこととした。

お客様には「魚沼職人大學」により、商店街の街
歩きを楽しんでもらい、商店街が繁盛店の集合体と
なることを目指す。

取 組 の 成 果
商店街活性化と繁盛店化を両立

「魚沼職人大學」ではこれまでに、商店街の活動
を大学のサークル活動や文化祭に見立て 3 月のひ
な祭りや 5 月のこいのぼり、そして 11 月のハロ
ウィン、12 月のクリスマスなど季節に合わせた共

同販促事業や季節感のある街並みをつくる取組を行
ってきた。

なお、商店街では同時に、株式会社全国商店街支
援センターの「繁盛店づくり支援事業」も実施して
おり、それらとの相乗効果として加盟店全体では売
上 128％・来客数 142％（対前年度比）と大き
な成果上げることができた。

さらに、魚沼市の堀之内地域において、「魚沼職
人大學」の「ほりのうちキャンパス」が開校するな
ど同様の取組が周辺地域へと波及をしている。

今後も当事業をきっかけに独自の地域活性化の道
を切り開き、商店街の魅力を余すことなく伝えていく。

実 施 体 制

現在の商店街における地域商業活性化策である
「魚沼職人大學」は、商店街の若手後継者を主体とし
た「教授会」体制を組織し、毎月継続的かつ積極的
に活動を行っている。これらの活動に対し、魚沼市
においても現市長が「魚沼職人大學」の名誉学長に
就任し、また、商業振興担当職員も活動に参加をす
るなど積極的に関わりを持っている。さらに、市と
して予算を計上し、平成 28 年度より 3 年計画で新
商品の開発を促進する事業を立ち上げるなど地域商
業活性化に対するバックアップ体制が整っている。

そのほか、地域の関係団体とも連携を取り、強固
な実施体制を確立している。

お客様によるコンテスト形式の店づくり審査
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